
２．リニアやまなし推進本部の設置

１．ワンストップ窓口の設置
○ 庁内の総合調整、市町村と進出企業の調整等を担うワン

ストップ窓口をリニア推進課に設置。

○ ビジョンの具体化に向け、庁内の連携強化を図り、オー
ル県庁で施策を総合的かつ計画的に推進。

３．アドバイザーの活用
○ アドバイザーを選定・委嘱し、最新の情報収集を⾏い

ながら誘致活動を実施。

令和２年度はSTEP１,２の実施を目標とし、STEP3以
降は個別案件の進捗状況により適宜実施する。

リニアやまなしビジョンの推進について
Ⅰ.推進体制 Ⅱ.テストベッドの聖地化に向けた取組内容
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作成

進捗状況により適宜実施

活用

個別案件の進捗状況により実施

ＳＴＥＰ５ 実証実験から
社会実装への移⾏

○ 誘致ターゲット分野に関する幅広い知⾒と業務調整が必
要となるため、次の課※の実務担当者（課⻑補佐クラス）
がビジョン推進担当を兼務。

○ アドバイザー選定の考え方は次のとおり。
・専門的な知⾒、幅広いネットワークを持つ有識者
・加えて、アドバイザー等の紹介により⾯識を得た者

資料3

※交通政策課、健康増進課、みどり自然課、成⻑産業
推進課、農業技術課、⾷糧花き水産課

○ ７月にビジョン検討会議委員等を訪問し、企業の紹介、
アドバイザーの推薦について協⼒を得た。今後も順次訪
問予定。

１

○ ６月下旬〜７月上旬に市町村説明会を実施。今後は各市
町村に窓口を設置し、県との連携体制を構築。

ＳＴＥＰ４ 実証実験の実施

ＳＴＥＰ３ 実証実験の環境整備

ＳＴＥＰ２ プロモーション活動

ＳＴＥＰ１ 誘致ターゲット選定

○地域課題、自治体等の取組状況、
業界の動向・ニーズ・課題の整理

○アドバイザーの選定・委嘱
○誘致すべきターゲットの選定

○ワンストップ体制の構築
〇ＰＲ動画作成及び活用
○企業訪問 ※必要に応じて知事の

トップセールス
○ビジネスグランプリの活用及び応

募企業の支援
○実証フィールド選定、候補地の現

地視察

○国家戦略特区の活用による規制緩和
○地元、企業、国等との連携体制構築
○資⾦的な支援の仕組みの構築 等

○実証実験の情報公開 等

○規制緩和、ガイドライン策定支援



リニアやまなしビジョンの推進について

○ 駅前エリア整備の在り方検討会議を⽴ち上げ、新たな
ゲートウェイに必要となる機能や県内交通ネットワーク
について検討。

２．防音防災フード設置に向けたＪＲ東海への働きかけ

Ⅳ.開業に向けて特に必要となる社会基盤の整備

Ⅲ.災害に強いリニアを活かした防災⼒の強化

○ 防災バックアップ機能誘致検討会議を⽴ち上げ、国の
防災バックアップ機能の誘致について検討。

１．国の防災バックアップ機能の本県への誘致

２

Ⅴ.その他関連事業
１．やまなし自然首都圏構想研究会

２．⼭梨県デュアルベースタウン研究会

【検討項目】
・本県の防災⼒強化
・首都防災のバックアップ機能を備えた拠点として

の在り方

○ ウィズ／ポストコロナの時代のNew Normalとして、
⼭梨がどういう価値を提供でき、どう実現するのかを研究。

○ 大月市をモデルにウィズ／ポストコロナの二拠点居住
を研究。

【会議メンバー（予定）】
学識経験者、関係機関 等

【実施状況（予定）】
８月 第１回検討会議

【検討項目】
・リニア駅前エリアの交通結節機能の整備
・公共交通によるリニア駅と既存駅等とのアクセス

向上

【会議メンバー】
⼭梨県、学識経験者、事業者、市役所

【実施状況】
７月７日 第１回検討会議

【（これまでの）検討項目】
・新型コロナウイルス感染拡大を踏まえた現状の課題

と将来の⼭梨の発展に向けたあるべき姿
・ポストコロナにおける新たな社会システム（Dual 

Mode Society） 等

【会議メンバー】
学識経験者、ビジョン検討会議委員、二地域居住者、
事業者、市役所 等

【実施状況】
５月２０日 第１回研究会
６月１０日 第２回研究会

【検討項目】
・企業や個人を対象に、大月市における都市部との二

拠点居住の促進策

【会議メンバー】
⼭梨県、大月市、県議会議員、事業者

【実施状況】
６月１６日 第１回研究会
７月１６日 福島県田村市視察

○ 意⾒は庁内で共有、検討を⾏い、必要なものは迅速に施
策に反映。


